
平成２９年度第１回日進市保育施設等事故検証委員会 

 

日時 平成 29 年８月 30 日（水） 

     午前 10 時より 11 時 30 分  

会場 日進市役所第１会議室   

 

１ あいさつ 

 

２ 委員委嘱 

 

３ 委員の紹介（自己紹介 資料１） 

 

４ 議題 

 （１）委員長の選任 

 

 （２）委員長職務代理者の指定 

  

 （３）会議及び議事録の公開について 

 

（４）日進市保育施設等事故検証委員会の役割について（資料２） 

 

（５）公立保育園における事故発生状況等について 

    保育園年間スケジュールにおける健康・安全指導一覧（資料３） 

    平成 28 年度 在園中のけが等による医療機関を受診した事故の報告書集計（資料４） 

    平成 28 年度 日本スポーツ振興センターからの災害共済給付金受給状況（資料５） 

    平成 29 年度 公立園における食物アレルギーの聞き取り状況（資料６） 

    平成 28 年度 給食関係 事故等報告集計（資料７） 

 

（６）今後の事故防止に関する取り組みについて（資料８）  

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

〈参考資料〉 

① 日進市保育施設等事故検証委員会設置条例 

② 教育・保育施設等における重大事故の再発防止のための事後的な検証について 

③ 公・私立保育施設入園児童数の推移（過去５年間） 

  平成２９年度 園別園児数（公立園・私立園） 

  私立幼稚園一覧表・日進市内の認可外保育施設 

  日進おりど病院 病児・病後児保育センター～施設利用のご案内～ 

④ 平成２８年度 年齢別受傷部位別給付状況 

  独立行政法人日本スポーツ振興センター「災害共済給付制度」のお知らせ 

  ヒヤリハット記録簿 

⑤ 平成２９年度 日進市保育園・認定こども園・小規模保育事業所等利用案内 

⑥ 日進市の保育園・認定こども園・小規模保育事業所・認可外保育施設 施設案内 

⑦ 用語説明 

⑧ 日進市危機管理マニュアル（委員のみ） 

報告様式 

    国通達 特定教育・保育施設等における事故の報告について 

保育所事故対応指針（愛知県） 

事故予防編 

感染症予防編 

給食編 

 



日進市保育施設等事故検証委員会　委員名簿

職　務 所属　・　肩書き 氏　　名

法律に関する専門的知識
及び経験を有する者

花のもり法律事務所　弁護士 泉
イズミ

　温子
アツコ

医療に関する専門的知識
及び経験を有する者

藤田保健衛生大学医学部小児科　教授 近藤
コンドウ

　康人
ヤスト

医療に関する専門的知識
及び経験を有する者

瀬戸保健所長 大野
オオノ

　香代子
カヨコ

保育に関する専門的知識
及び経験を有する者

名古屋学芸大学大学院子どもケア研究科
ヒューマンケア学部　子どもケア学科　准
教授

西村
ニシムラ

　美佳
ミ カ

栄養に関する専門的知識
及び経験を有する者

名古屋学芸大学管理栄養学部
大学院栄養科学研究科　教授 和泉

イズミ

　秀彦
ヒデヒコ

部長 萩野　敬明

課長 與語　隆弘

指導保育士 武田　直子

課長補佐 石川　博之

管理栄養専門員 榊原　裕美

保健専門員 近野　友美

こども福祉部

資料 １



日進市保育施設等事故検証委員会の役割について（案） 

 
１ 所掌事務 
  市長の諮問に応じ、次に掲げる事項について調査審議する。 

（１）重大事故等の経過に関すること。 

（２）重大事故等の原因の究明及び再発防止に関すること。 

（３）その他必要と認められること。 

 
２ 対象施設 

日進市内の保育所、幼稚園、認定こども園、小規模保育施設、家庭的保育施

設、居宅訪問型保育事業所及び認可外保育施設（以下「保育所等」という。） 

 
３ 実施回数 
  原則年２回（＊事故が発生した場合は随時開催予定。） 

 
４ 委員会における審議内容 

１ 重大事故の検証 
市内に設置された保育所等において、死亡事故や重篤な傷病を負う重

大事故等が発生した場合、事実関係の確認や発生原因の分析、検証及び

再発防止策に関する検証を行う。 
その他必要な事項についての調査及び審議を行う。 

２ 事故予防に対する取り組み 
  １）事故の発生状況の報告 
     主に公立保育園の事故発生状況とヒヤリハット事例の報告を受け、 

防止策を検討する。 
  ２）保育所等での安全対策に関する取り組みに対し、各委員の視点から意見

を聴取し、より安全な保育に結びつける。 
３）保育現場（室内遊び、園庭遊び、プール遊び、おやつや昼食、午睡等）

を巡回し、専門的見地から現場の改善への提言を行う。 
４）本委員会での意見を受け、その後検討や改善したことを報告する。 

  

 

 

資料２ 



☆保育園年間スケジュールにおける健康・安全指導一覧 別表

4 5 6 7・8 9 10 11 12 1 2・3
入園・進級式 園外保育 プール開き 七夕まつり 秋まつり 運動会 尾三消防による消防訓練 作品展/生活発表会 作品展/生活発表会
歓迎会 夏祭り バス遠足 クリスマス会 節分・ひなまつり
愛知警察署による
親子交通安全教室（春）

プール納め
愛知警察署による
親子交通安全教室（秋）

もちつき もうすぐ１年生会

こどもの日のつどい 卒園・進級を祝う会

歯科健診 内科健診 耳鼻科健診（4歳児） 歯科健診 内科健診 入園前健診

検尿検査 検尿検査（予備日） 検尿検査 検尿検査（予備日）
就学時健診（5歳児）

むし歯予防の話
視診
身体測定
乳児は、毎日検温
3歳未満児・3歳児開始 ４・５歳児開始 昼寝終了（３歳以上児園対応・個別対応）
＜午睡チェック内容＞
※0歳⇒15分
※1歳2歳⇒30分
※体位（顔の向き）
※呼吸・顔色･咳･汗、その他様子
※室温・湿度
※室内の採光
2人体制で昼寝は対応

シャワー浴

月目標
・親子で正しい登降園の方
法を身につける。

・三つの約束を覚える。
１　とび出しをしない。
２　道路は右側を歩く。
３　横断する時は右左右を見る。

・雨の日の道路の歩き方を
知る。

・信号の正しい見方、道路の
渡り方を覚える。
・安全な遊び、危険な遊びに
ついて知り、道路や危険な所
で遊ばないことを約束する

・遊びを通して敏捷性を養
う。

・曲がり角や見通しのきか
ない場所の危険を知る。

・身近な標識、標示を覚える。
・暮れの交通量の多い事や日
暮れの早い事を話し、自分で
危険から身を守る。

・雪の道、凍った道の安全な歩
き方を覚える。

・交通事故の恐ろしさを再認識
し、正しい歩行や行動を身につ
ける。
・今まで訓練してきた事を思い
出し、実際の道路を歩く。

その他
セーフティースクール
（5歳児･各園対応）

月目標

・避難訓練の意味とその大
切さを知る。
・防災ずきんの使い方、安
全の確認をする。
・地震、火事の合図と避難
の方法や約束をする。
（お・は・な・し・も）

・合図や保育士の指示をよく
聞いて第１避難場所に避難
する。

・戸外遊び中の避難方法を
知り、保育士の指示に従っ
て園庭の真ん中に速やか
移動する。(地震)

・プール遊び中の避難方法
を知り、慌てないで保育士
の指示を聞いて速やかに
避難する。
・午睡中に保育士の指示に
従って速やかに避難する。

・防災の日を知り、第２避
難所に避難する。（各園に
よって時期が違う･引渡し
訓練も含む）

・食事中の避難方法を知る。

・どんな時間帯であっても合
図を聞き分けて避難する。
火災の恐ろしさについて再
認識し自分の身は自分で守
る。

・ホールでの集会中に避難
方法を知る。

想定 室内保育中 室内保育中 戸外遊び中 プール遊び中・午睡中 室内保育中 食事中 室内保育中 ホールでの集会中 随時 随時

※訓練がマンネリにならないように、地震から火事になるタイミングを考慮したりする。

※後半は保育士にも『随時』訓練があることだけを伝え、すばやく動けるようにしていく。

※乳児クラスは、保育士の動きの訓練のため、必ず後から反省点の確認をしていくようにする。

※引渡し訓練のときに連絡が取れるように保護者の勤務先確認をしていく。

アレルギー訓練　⇒随時
アレルギー会議（担任･調理
員・保護者･園長他）⇒毎月末

アレルギー研修 アレルギー研修 食事・健康についての研修

研
修

全体研修保育内容は年間通して 安全研修 安全研修 体幹研修 リズム研修 安全研修

業者による
遊具点検

遊具点検（毎月実施）

大規模修繕は新学期当初要望する

日々の修繕は随時対応

保育士に
よる目視

朝，早番出勤者が園内外の点検、確認　　　　ハザードチェック

リズム運動

散歩・戸外遊び･意図した遊び

ヒヤリハット検討

園ケース検討会

健診

その他

こども課に
よる修繕
箇所確認

行
事

交
通
安
全

給
食
の

安
全

アレルギー

避
難
訓
練

（
不
審
者
訓
練
も
計
画

）

注意事項

健
康
に
関
す
る
活
動

昼寝

安
全
点
検

活
動

職員会

 ・合図を聞いて避難の方法がわかり、機敏に行動する。

内容

4月早急に各園確認（現場把握）
保護者からは新年度に向けて再度診断書等提出書類の確認

資料 ３



平成28年度　在園中のけが等による医療機関を受診した事故の報告書集計　　　 資料　４

　　　　　　　（公立園）

西部 6 4 3 月 13 早朝保育 8

北部 11 5 5 火 10 午前 15

中部 6 6 11 水 16 給食(11時～13時） 7

新ラ田 4 7 1 木 10 午後 19

東部 3 8 2 金 14 長時間保育 14

南部 16 9 3 土 0 計 63

梅森 3 10 5 計 63

三本木 4 11 5

北新田 3 12 11

米野木台西 7 1 2 0才児 4 保育室 24

計 63 2 3 1才児 6 廊下・テラス 4

3 12 2才児 7 ホール 3

計 63 3才児 14 園庭 23

男 47人 4才児 13 昇降口・階段 1

女 16人 5才児 19 その他 8

計 63人 計 63 計 63
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Ｈ29.7月末現在

給付金額（円） 給付金額（円）

西部 3 23,400 4 2 7,228

北部 2 9,840 5 3 56,318

中部 4 16,648 6 8 65,576

新ラ田 3 23,276 7 1 2,984

東部 3 35,968 8 1 5,892

南部 9 86,998 9 2 6,996

梅森 3 20,064 10 2 9,036

三本木 1 21,468 11 3 20,280

北新田 3 21,772 12 4 37,412

米野木台西 5 26,004 1 0

計 36 285,438 2 2 11,268

3 8 62,448

計 36 285,438

性別 人数 給付金額（円）

男 26人 232,690

女 10人 52,748

計 36人 285,438

給付金額（円） 給付金額（円）

0才児 2 9,708 歯・口腔内 9 45,208

1才児 5 34,816 顔・頭 9 51,296

2才児 4 28,824 眼 4 20,400

3才児 10 103,870 耳 3 23,668

4才児 7 64,760 手 8 88,644

5才児 8 43,460 その他 3 56,222

計 36 285,438 計 36 285,438        

年齢別発生件数 受傷部位別発生件数

平成28年度　日本スポーツ振興センターからの災害共済給付金受給状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（公立園）

園別発生件数 月別発生件数

資料 ５



平成２９年５月現在　公立園における食物アレルギーの聞き取り状況

園別食物アレルギー児数（米野木台西を除く）

園名
食物アレル
ギー児数（人）

西部 8

北部 7

中部 5

新ラ田 14

東部 8

南部 6

梅森 5

三本木 5

北新田 11

合計 69

＊生卵のみを除く

アレルゲン 人数

卵 42

乳 30

ナッツ 10

果物 8

ピーナッツ 7

魚介 7

小麦 6

魚卵 5

甲殻類 3

大豆 2

ごま 1

　食物アレルギーを持つ園児のアレルゲン食品内訳　（生卵のみは除く）

0
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16

西部 北部 中部 新ラ田 東部 南部 梅森 三本木 北新田

食物アレルギー児数（人） ※生卵のみを除く

●アレルギー児（生卵のみを除く） ６９人 / １，２４９人（児童数）

●エピペン所持 ５人

●過去に園以外でアナフィラキシーを起こしたことがある １０人
Ｎ＝106

ｎ＝106

資料６



平成２８年度　給食関係　事故等報告集計

誤食事例

4月22日
アレルギー

誤食
３歳児小麦等アレルギー児の午後おやつにて、他児の食べ残し（人参蒸しパン）を食べてしまった。

5月11日 アレルギー ５歳児たけのこの皮むき中に目をこすり、右目に透明のゼリー状幕がはってしまったため、眼科に受診した。

5月27日
アレルギー

誤食
３歳児小麦アレルギー児の午後おやつにて、小麦入り菓子を提供し、アナフィラキシーを発症した。

6月3日 アレルギー
２歳児卵白アレルギー児がエビを食べて発疹、腹痛を訴える。自宅でエビフライを食べて同様の症状が出ていた。
血液検査ではエビは（-）。５月の給食でむきえびを食べた際には症状は見られなかった。

3月31日
アレルギー

誤食
０歳児乳アレルギー児の午後おやつにて、えびせんべいに脱脂粉乳が入っていることを見落とし、提供してしまった。

ヒヤリハット事例

4月26日
アレルギー

誤配膳
0歳児乳アレルギー児の給食、月途中で離乳食中期から後期へ変更。誤ってヨーグルトを配膳し、クラスで担任が間違いに気付いた。

5月20日
アレルギー

誤配膳
２歳児鯵アレルギー児に対して鯵を原材料に含む菓子を給食室から提供したが、保育室で保育士が気が付いた。

6月6日 アレルギー ０歳児小麦アレルギー児の給食にて、搬出園より配送園に運ぶ際に、主食の搬入を忘れた。

9月12日 誤配膳 ０歳児の乳・卵アレルギー児の給食にて、該当月齢の献立には無いオレンジを提供した。

2月13日 誤配膳 ０歳児の卵・乳・小麦アレルギー児に該当月齢の献立には無い黒糖あられ（幼児用）を配膳しかけ、担任が気が付き誤食にはならなかった。

異物混入等

5月11日 異物 調理員が配缶時に油汚れが中華麺の一部に付着しているのを発見した。該当部分を除いて提供した。

5月9日 異物 ハヤシライスに長さ２㎝の木片が混入していたものを喫食中の保育士が発見した。

5月16日 異物 菜めしの素に５ミリ角の枯葉が混入しているのを調理室にて発見した。

5月25日 異物 ミニゼリーの表面にべとつきがあった。

5月26日 異臭 スライス食パンに異臭があった。品質として問題はないとメーカーより回答があった。

6月6日 異物 ミニゼリーの表面にべとつきがあった。

6月7日 異物 韓国産芽ひじきに、発泡材の欠片が混入していた。

6月10日 異物 うま煮に使用した鶏肉から２㎝ほどの骨が出てきた。

6月16日 異物 かつお節に入っていた骨が漉し布を貫通し、汁の中に混入した。

6月17日 異物 しらすの中から青色ビニール片の一部が出てきた。

6月30日 シール不良 午後おやつの個包装された菓子、個袋の背貼り部分のシール不良があった。

7月19日 異物 手作りストロベリーに黒や赤のｾﾞﾘｰの素が固まったようなものが入っていた。ゼリーの色素が固まったものとメーカーから回答があった。

7月22日 異物 ミニバウムクーヘンにカビが付いていた。

7月25日 異物 ベーコンに付着した豚肉の骨がスープから出てきた。

7月25日 確認不足 バナナの内側に亀裂が入っているのを検収時に確認していなかった。

８月自由保
育

確認不足 自由保育の午後おやつのミニゼリーを検食時はセットして確認していたが、冷蔵庫で保管していたため１クラス分のゼリーの提供を忘れた。

8月22日 異物 しらすに３㎝の木片が混入していた。

8月25日 異物 チャンプルーに洗浄で使用するブラシの毛が混入した。

9月13日 異物 ちらし寿司にタオルの糸（１０㎝）が混入していた。

10月7日 異物 なめこに長さ３㎝の異物が混入していた。

10月7日 ミニゼリ―の中に他部に比べて色の濃い部分があるのを発見した。メーカーに確認し、果汁との回答があった。

10月28日 異物 豚肉の中から、発泡スチロール片と思われるものが発見された。

11月21日 異物 えのきの入ったみそ汁から、石づきと思われるものが発見された。

11月24日 異物 調理前のもやしから異臭がした。

11月24日 シール不良 午後おやつの個包装された菓子、個袋のシール不良。個袋の中身が入っていないものがあった。

12月2日 異物 白飯から洋服の繊維と思われるものが出てきた。

12月5日 はんぺいの中に繊維のような異物が入っていた。メーカーより魚の皮で喫食しても問題ないとの回答があった。

資料 ７



今後の事故防止に関する取り組みについて（案）  
１）安全管理―保育を視点とした事故防止対策 

（１）研修会の実施 

   市内の保育施設の職員合同の安全研修会を実施する。 

様々な年代の保育士に参加を呼びかけることで、各年代の認識の違いに気づき、保育の

質を向上させることにつなげる。 

   （２）研修内容 

子どもの発達と事故予防 

      事故発生時の対応（ロールプレイ等） 

      食物アレルギーに関する研修（エピペンの使用方法等） 

      心肺蘇生法・AED 等の救急救命法の実技講習 

（３）保育施設等事故検証委員会委員による保育の現場視察 

室内遊び、園庭遊び、プール遊び、おやつや昼食、午睡等各種の活動時の保育の現場

を視察し、意見をいただく場とする。 

→いただいた意見を事務局にて検討し、マニュアルの改正案の作成する 

→保育現場の意見を徴収し、修正する（各園職員会議→園長会にて最終案を決定） 

→委員会でのマニュアル修正を報告する 

（４）保護者等への安全教育 

児童と保護者を含めた安全教育を推進する。 

 

２）危機管理―園の運営を視点とした事故時対応、事故後対応、再発防止対策 

（１）本市の事故予防マニュアルについての見直しや報告等 

      公立園のそれぞれの保育現場に即したマニュアルを作成する。 

公立園以外の園にもマニュアルの作成を促す。 

（２）各園で実施されている好事例の紹介 

（３）各保育施設でのヒヤリハット事例の検討 

     けがをしなかったケースでも重大事故につながる可能性がある場合がある。 

そのようなケースを環境や子どもの発達等多角的に状況を分析・検討することでヒヤリ

ハット事例を未然に防ぐ。 

     また検討後はヒヤリハット事例を周知することで同様の事例を起こさせない。 

   （４）保育支援員、保健師、看護師及び管理栄養士による巡回指導 

公立園以外の保育施設にも巡回訪問し、事故防止に関する取り組み状況を確認する。 

必要があれば改善を指導する。 

 

      

  方針 事務局としては上記の安全管理、危機管理の取り組みを強化していきたいと考えている。 

今後も委員の先生方のそれぞれの視点でのご意見をいただきたい。 

資料 ８ 


